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森林に興味をもつ人材を発掘する試み
亀岡の美しい森を次の世代へ
森林に興味をもつ人材を発掘する試み

ホームページもしくはメールでお申し込みください！ （要予約）

森林散策、 木工体験のどちらか片方だけ申し込むことができます。

詳しくは HPへ

https://www.breathandgreen.com/event/2023kameoka

info@breathandgreen.com　

担当 ：藤田　080-5366-4672

亀岡の森をあるいて京都の木で作ろう！亀岡の森をあるいて京都の木で作ろう！
トライアルトライアル

ー亀岡の森と水と健康を考える会ー
こんにちは。

代表の藤田は、 大阪府島本町で地元の森と地元島本の木を使ってこの取り組みを始めました。

この活動に賛同していただける亀岡の方や亀岡の森林所有者と、 当会を立ち上げました。

豊かで美しい森林を次世代に引き継いでいくことができれば、 地域力アップにつながり

より一層魅力的な地域になると信じています。

小さな一歩からその一助になればと考え、 活動を始めます。

10
7 (sat) ー森林散策ー

クイズを解きながら進みます。

金刀比羅神社で答え合わせで景品をプレゼント！
前日の天候によっては、滑りやすくなっています。

長袖・長ズボンと履きなれた靴を着用してください。

タオルと水筒はお忘れなく！
下山したら集合地点までバスで戻ります。

10
8 (sun) ー木工体験ー

木工キットをかなづちで釘を打ったり、ねじ回しを使って組み立てます。

のこぎり作業はありません。

「マイかなづち」などあればお持ちください。（事務局でも準備します）

一枚板を使っているので大き目の節があることも。ご了承ください。

モルックは、フィンランド発祥のユニバーサルスポーツです。

モルックはスギとヒノキでご用意。手触りを楽しんでください。

お申込みはこちら

自
然
豊
か
な
亀
岡
。

盆
地
の
性
質
上
、
山
の
緑
に
囲
ま
れ
、
温
泉
な
ど
土
地
の
豊
か
さ
に
恵
ま
れ
、

お
い
し
い
お
米
や
野
菜
を
育
む
亀
岡
。

縁
あ
っ
て
、
亀
岡
の
山
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
出
会
い
、
美
し
い
山
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
は
森
林
所
有
者
の
モ
ノ
で
あ
っ
て
も
、
美
し
い
自
然
は
み
ん
な
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

森
の
手
入
れ
が
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
地
域
の
方
々
で
手
伝
う
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
森
を
し
っ
か
り
味
わ
っ
て
、

そ
し
て
森
林
と
い
う
天
然
資
源
を
活
用
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
、
良
さ
を
伝
え
て
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
ま
ず
一
歩
と
し
て
、
地
元
の
森
を
歩
き
身
近
な
森
の
木
を
活
用
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
ま
す
。

今
年
亀
岡
で
伐
採
す
る
木
は
乾
燥
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
来
年
や
っ
と
木
工
キ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
今
年
は
京
都
の
木
で
始
め
ま
す
。
な
の
で
、
今
年
は
「
ト
ラ
イ
ア
ル
」

さ
ぁ
み
な
さ
ん
、
地
元
の
山
を
歩
い
て
木
を
使
っ
て
工
作
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
、
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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